
 南宇和支部  

１ はじめに 

南宇和支部では、各校の情報教育主任を中心に情報教育委員会を構成し、「情報社会に主体的に生

きる力を育む教育の研究と実践 ‐教育の情報化の推進を通して‐」を主題に、研修を実施した。 

 

２ 教職員研修について 

⑴ 郡情報教育委員会 

① 日 時  平成 25 年４月 23 日（火）13：00～16：15 

② 場 所  愛南町立城辺中学校 

③ 内 容 

ア 役員の選出 

イ 本年度の研究主題の検討・決定 

ウ 研究計画 

(ｱ) 期 日  夏季休業中 

(ｲ) 内 容  実技研修（タブレットＰＣ関連、校務支援システム） 

⑵ 情報教育実技研修会 

 本年度から南宇和郡の学校では、校務支援システムが稼働し始めている。業者による実技研修

を始め、管理職や情報教育主任を通しての校内研修等で、その操作や機能についての周知が図ら

れつつある。ただ、初めてのこともあり、些細な疑問で操作に戸惑ったり、機能自体の周知がで

きていなかったりすることがあった。そこで、本委員会の会員が少しでもシステムを知り、校内

でのサポートができるよう、この内容で研修を行った。なお、研究計画で出ていたタブレットＰ

Ｃに関する内容は、端末等ハード面で準備が整わず来年度以降に実施することとした。 

① 日 時  平成 25 年８月 26 日（月）9：30～12：00 

② 場 所  愛南町立御荘中学校  参加人数 16 名 

③ 講 師  （株）デンケン 大下正徳 

④ 内 容 

ア 愛サポ（校務支援システム）の実技研修 

○ ２・３学期の通信簿  ○  進級処理、転入・転出処理  ○ 保護者情報欄 

○ 学校日誌        ○  出張伺い・復命簿      ○ 行事予定欄・休暇簿 

イ 質疑応答 

 ○ 中学校の成績入力について（９教科への対応） 

 ○ 通信簿について（所見の文字の大きさ、エクセルへ出力時の動作） 

 ○ 指導要録について（学級担任の変更、通信簿との関係） 

ウ 情報交換 

 

３ 今後の課題 

今年度の実技研修で見送ったタブレットＰＣだが、スマートフォンと同様に普及の速度は年々加

速し、教育現場でも利用されてきている。先般、機会があり高松市総合教育センターと和歌山市立

城東中学校を訪ねた。高松市、和歌山市とも校務システムをクラウド化していた。また、和歌山市

は、NEXT・Ｗプロジェクト（Microsoft 社・メディア教育開発センター）の一環で市内の小学校に

タブレットＰＣを配備し、校内の Wi-Fi 環境はもちろんのこと WiMAX 高速通信にも対応させ、校内

外でのタブレットＰＣの活用を図っていた。南宇和郡は、比較的 ICT 環境が整っていると感じてい

たが、その進み具合に驚かされた。それとともに、最新の情報を知っておくことの大切さを感じた。

来年度以降は、タブレットＰＣやクラウドについての研修を進めていかなければならないが、それ

と同時に、それを扱う教職員の ICT 技術に対する研修も必要ではないかと感じている。 


